
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
  

 

 

教
覚
寺
と
徳
川
家
の
因
縁 

   

楽しい話し合い・相談・情報交換ができる認知症カフェ 

毎月第３日曜日 第 6４号 令和３年９月１９日    

・
場
所 

城
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザH

ap
iS

p
o
 
 

 

詳
細
は
裏
面
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

 

 

静
岡
市
葵
区
常
磐
町
に
あ
る
教
覚
寺
は
、
文
暦
元
年

（
一
二
三
四
）
に
、
親
鸞
聖
人
の
お
弟
子
と
な
っ
た
初

代
住
職
光
信
房
が
、
自
宅
（
現
清
水
区
入
江
）
を
念
仏

の
道
場
に
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

 
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）、
徳
川
家
康
公
死
去
に
伴
い

江
戸
に
移
っ
た
家
臣
松
下
常
慶
の
屋
敷
跡
地
（
現
在
地
）

に
、
寺
基
を
移
転
し
て
き
ま
し
た
。
第
十
代
住
職
乗
信

の
時
で
し
た
。
常
慶
は
駿
府
城
の
台
所
奉
行
を
務
め
、

東
御
門
（
常
慶
門
）
建
立
の
陣
頭
指
揮
を
執
っ
た
人
物 

  

 

   

が
あ
っ
た
こ
と
が
新
た
に
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

渋
沢
が
静
岡
の
目
玉
商
品
と
し
て
力
を
入
れ
て
進
め
て
い
く
べ

き
産
業
と
し
て
、
茶
業
で
は
な
く
養
蚕
を
推
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
た
と
い
う
事
実
で
す
。
今
回
の
お
話
は
、
何
故
渋
沢
が
お

茶
よ
り
も
養
蚕
を
優
先
し
た
の
か
、
そ
の
決
断
の
裏
側
も
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

で
す
。
爾
来
、
駿
府
九
十
六
カ
町
の
一
つ
「
常
慶
町
」

は
、
町
内
に
教
覚
寺
だ
け
と
い
う
珍
し
い
町
で
し
た
が
、

昭
和
に
な
り
「
常
磐
町
」
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。 

 

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
徳
川
慶
喜
公
の
家
臣
で
あ

っ
た
渋
沢
栄
一
は
、
わ
ず
か
二
か
月
間
ほ
ど
で
す
が
家

族
と
共
に
教
覚
寺
に
寄
宿
し
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

お
寺
に
は
何
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
栄
一
の
長
女
歌

子
さ
ん
が
『
は
ゝ
そ
の
落
葉
』
と
い
う
本
に
、
教
覚
寺

の
様
子
や
第
十
七
代
住
職
乗
訓
が
お
母
様
（
千
代
）
に

お
灸
を
施
し
た
事
な
ど
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

教
覚
寺
は
こ
れ
ま
で
二
十
一
代
の
住
職
に
よ
っ
て
継

承
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
、
徳
川
家
の
最

初
と
最
後
の
将
軍
に
間
接
的
に
ご
縁
が
あ
る
の
も
面
白

い
歴
史
で
す
ね
。 

 

ミニ講話 

 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
覚
寺
住
職 

９月１９日 午後２時～４時  
 

オンラインで行います 

 

龍谷大学大学院文学研究科

修了。東京仏教学院講師。静

岡県教誨師会会長。合唱指

揮者、「しずおか賛歌」作曲。 

 

南
荘 

宏 

師 

  

お
話
の
後
、
南
荘
師
が
作
曲
さ
れ
た
県
民
愛
唱
歌
「
し

ず
お
か
賛
歌
」
を
皆
さ
ま
と
ご
一
緒
に
合
唱
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
Ｕ
チ
ュ
ー
ブ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

 



０９０－５６２０－６０７０ 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

              
 
 
 

 

                                       

主 催 

 

連絡先 

会場提供 社会福祉法人静和会 

Yousai  

 

   090－5620－6070 

   orange@npo-humancare.jp 
 

 

 

 

090－5620－6070 

 

左手に鳥居のある 

神社の中を通り、 

右に、次に左に曲 

がって２本目の角 

 

NPO法人 

ヒューマンケア・支援機構 

（ハピスポデイ和かな） 

 

 

九
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
カ
フ
ェ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

一
、
ミ
ニ
講
話 

南
荘
宏
師 

二
、
希
望
す
る
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い 

①
講
師 

南
荘
師
を
囲
ん
で 

②
認
知
症
に
つ
い
て 

③
認
知
症
の
ご
家
族 

④
美
紀
代
の
部
屋 

⑤
相
談
（守
秘
を
守
り
ま
す
） 

⑥
私
の
好
き
な
も
の
を
語
る 

 当
日
ま
で
に
、
希
望
す
る
グ
ル
ー
プ
を
考
え
て 

お
い
て
く
だ
さ
い
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オ
ン
ラ
イ
ン
の
た
め
の
講
習
会
の
案
内 

 
九
月
十
七
日
（
金
）
午
後
二
時
～
三
時
半 

会
場 
番
町
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室 

今
月
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
め
、
会
場
を
ハ
ピ
ス
ポ
か
ら
番

町
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
変
更
し
ま
す
。 

講
習
会
に
参
加
す
る
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
（
ネ
ッ
ト
接
続
済
）
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
の
い
ず
れ
で
も
可
能
で
す
。
当
日
お
使
い
に
な
る
予

定
の
機
器
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
講
習
を
受
け
た
け
れ

ど
、
音
声
が
で
な
か
っ
た
り
繋
が
ら
な
か
っ
た
り
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お

困
り
の
方
、
何
度
で
も
大
歓
迎
で
す
。 

お
申
し
込
み
は
、
事
前
に
メ
ー
ル
か
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

 

    

NPO法人ヒューマン・ケア支援機構 

社会福祉法人静和会 

 

共 催 

  
 

 

 

 

 

 

 
  

さわやかに 富士はそびえて 

輝く しずおか 

太陽の 恵み豊かに 

あなたよ わたしよ 

みのりの土よ 

ふるさと しずおか 

ひかり あふれて 

 

  

はてしなく 海は広がり 

水澄む しずおか 

幸せの 花を育てる 

あなたよ わたしよ 

くらしの夢よ 

ふるさと しずおか 

ちから みなぎる 

 

ふれあいの 笑顔楽しく 

のびゆく しずおか 

新しい 出会い求めて 

あなたよ わたしよ 

世界の友よ 

ふるさと しずおか 

あした あかるく 

オ
ン
ラ
イ
ン
・
カ
フ
ェ
参
加
の
申
し
込
み 

九
月
十
九
日
（
日
）
二
時
～
四
時
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
カ
フ
ェ
参

加
の
た
め
の
情
報
は
、
こ
れ
ま
で
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、

遅
く
と
も
前
日
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
（
申
し
込
み
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
・
カ
フ
ェ
に
こ
れ
ま
で
参
加
さ
れ
た
こ
と

の
な
い
方
は
、
十
七
日
（
金
）
ま
で
に
、
左
下
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
ま
で
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
・
カ
フ
ェ
の
Z

o

o

m
の
ア
ド
レ
ス
と
、
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
ナ
ン
バ
ー
（
コ
ー
ド
）
を
お
送
り
し
ま
す
。 

         

六
月
の
相
談
は
、
静
和
会
城
東
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ

ー
の
ケ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
松
本
忍
さ
ん
（
社
会
福
祉
士
・

介
護
福
祉
士
）
が
対
応
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

 

 

九
月
の
相
談
担
当
者 

 
 

今
月
は
、
静
岡
市
伝
馬
町
横
内
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

山
本
桂
子
さ
ん
（
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
）
が

い
ら
し
て
、
相
談
に
の
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

しずおか賛歌 

富士よ夢よ友よ 

作詞 白鳥時次 作曲 南荘宏 

 




